
 

 

 

青
葉
区
民
会
議
は
八
月
十
五
日
、

橋
本
青
葉
区
長
に
「
平
成
十
六
年
度

横
浜
市
予
算
に
対
す
る
要
望
・
提

案
」
を
提
出
し
、
青
葉
区
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

冒
頭
、
佐
々
木
区
民
会
議
代
表
・
橋

本
区
長
と
も
に
「
青
葉
区
民
の
つ
ど

い
」
で
区
民
と
職
員
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

で
話
し
合
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
く

評
価
し
今
後
も
機
会
を
見
て
実
施

し
た
い
と
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。 

新
し
い
区
政
運
営
は
区
民
参
加
で
！ 

◆
橋
本
区
長
が
区
民
に
約
束
し
た

「
区
政
運
営
方
針
」
が
ど
の
よ
う
に
実

現
さ
れ
た
か
を
検
証
す
る
た
め
事
業

評
価
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
委
員
会
は
区
民
参
加
で
進
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進

費
」
の
予
算
に
区
民
の
意
見
が
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
作
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
。 

◆
横
浜
全
市
七
十
五
ヶ
所
の
地
区
セ

ン
タ
ー
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口
の
開

設
を
提
案
。
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
結

び
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
少
人
数
の

職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
実
現
可
能

で
は
な
い
か
と
提
言
し
ま
し
た
。 

横
浜
市
の
行
政
窓
口
は
十
一
万
人

に
一
ヶ
所
し
か
な
く
人
口
に
比
較
し

て
全
国
市
区
町
村
の
中
で
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
。
下
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、

世
田
谷
区
や
札
幌
市
で
は
二
万
人

に
一
ヶ
所
、
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に

出
張
所
が
あ
り
ま
す
。
全
地
区
セ
ン

タ
ー
に
開
設
す
れ
ば
、
千
葉
市
並
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
ま
す
。 

 

横
浜
市
は
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
で

市
民
の
利
便
性
を
考
え
「
も
っ
と

身
近
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
べ

き
だ
」
と
行
政
運
営
の
重
要
課
題

を
示
し
て
い
ま
す
。 

区
の
現
場
を
重
視
す
る
政
策
を
進

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
庁
に
一
万
三

千
人
、
十
八
区
全
区
で
五
千
二
百

人
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
現
在
の
職

員
配
置
の
見
直
し
も
避
け
ら
れ
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。 

◆
来
年
度
は
青
葉
区
政
施
行
十
周

年
に
当
た
り
ま
す
。
記
念
事
業
の
推

進
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
層
の
区
民
が

参
加
す
る
「
ふ
る
さ
と
委
員
会
」の
設

置
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
振
興

に
つ
な
が
る
新
し
い
企
画
を
若
い
世

代
も
参
加
し
提
案
出
来
る
仕
組
み

が
必
要
で
す
。 

目次 

◆座談会「区役所は

かわる＝市民もかわ

る」区民12７人と市・

区職員9３人が同じ

テーブルで話し合

い。その意義を考え

る。（4面） 

◆市民利用施設の改

善を 

◆“虐待”を許さない、

見逃さない勇気を！

高齢者虐待防止に

立ち上がろう 

◆青葉区の水質・大

気・緑比率に関心を

（２面） 

◆インタビュー 

学校と地域を結ぶ 

◆置き去り自転車のつ

ぶやき（３面） 

青葉区民が自主的に参加し、青葉区をより住
みよいまちにするために活動し提言していま
す。 

横浜市では新たな行政改革が始まり、政策
を検討する段階から市民が市政に参画する
機会が増えます。また、区の権限が強化さ
れ、区民の提案で青葉区がよくなる時代が来
ます。 

区民会議はこうした新しい横浜市政に対応す
るため、区民の声を的確に「提言」にまとめて
いく重要な役割が求められています。 

 

◆公募、自治会・団体推薦の委員で構成し 
ます。 

◆意見を集め、話合い、それぞれの分野で
調査検討します。 

◆行政に提言をする区政参画の場です。 

◆広聴事業の一つとして位置付けられ、区
長や担当セクションと話合い、協働してま
ちづくりを進めます。 

◆公開講座やシンポジウムを開催し区民と
共に考えます。 

青葉区民会議てなに？ 

            
回
覧 

 

遠
い
区
役
所 

 
 

 

地
区
セ
ン
タ
ー
に
身
近
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を 

青葉区長に提案青葉区長に提案青葉区長に提案   

  承認 

青葉区第   号 

詳しい要望・提案は区民会議のホームページで情報を提供しています。   

窓口施設調査　１施設当たりの人口（13年度）
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区民会議の提言がきっかけになって最近で

はこんな成果があります。  

「あおば ぱそこん横丁」

が別館に開設されまし

た。 

 

 

ゴミ散乱を防止するカラスネッ

ト購入費の半額助成制度が始

まりました。 

  

あざみの駅前駐輪

場の増設が実現し

ました。 

 

その他にも区政にい

ろいろな形で提言

が反映されていま

す。 

提言した成果は？ 

2 0 0 3 年 
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より良い市民利用施設についてᇬ一緒に考え提案しませんか・ 

部会活動 

“虐待”は許さない、見逃さない勇気を 

  高齢者の虐待防止に立ち上がろう！ 

  皆さん、青葉区の川の水質・大気などの 

     環境情報や緑被率を知っていますか？ 

青 葉区に住む大勢の区民の皆さんは｢みど

り｣豊かで清浄な｢空気｣ときれいな｢水｣に囲まれ

て暮らしたいと願っています。自然環境部会では

これらの自然環境を保全するためにいろんな提

案をしています。 

開発は依然として進められています。青葉区の残

された自然環境の現状を知り行政と区民の協働で

保全活動に取り組むことが大切と私たちは考えて

います。 

今回は青葉区の現状を日常的に区民に知らせ、

環境保全の関心を高めて頂きたいと考え、青葉区

内に環境観測地点の設置を提案しました。 

 

青葉区独自の環境チェック体制を整備し、常時定

期的に監視・測定しそのデータを公開、区民が共

有できるよう、あわせて提案・要望しました。 

水質汚染の観測定点として、青葉区を流れる谷

本川（鶴見川）、恩田川、黒須田川。排ガス等によ

る大気汚染を常時観測・監視する場所として東名

青葉インター周辺などを提案したいと考えます。 

また、環境保全活動全般に関する情報の公開を

提案するとともに、市民が関心を持って活動できる

拠点「環境窓口」（環境活動推進センター）の設置

も要望しています。 

       （自然環境部会 加茂） 

最 近、介護を必要としている病弱な高齢
者が放置されたり、暴力を振るわれたりする
虐待行為が後をたたないとマスコミ等で報道
されています。 
ベッドの柵や車椅子に縛り付けたり、殴る、
蹴るという身体的虐待から、食事を与えな
い、オムツを替えない、などの介護放棄、暴
言で相手の心を傷つける心理的虐待などさま
ざま。こうした深刻な虐待行為が家庭や施設
内で多発しています。被害者は女性が多く、
特に痴呆や寝たきりなど介護に手がかかる高
齢者ほど虐待を受けるということです。 
高齢者への虐待を防ぐには児童虐待や配偶者
間の暴力行為を禁じる法律制定にならって、
法整備を急ぐ必要があります。 
同時に、横須賀市や大和市で行われている 

 
「支援システム」の例に学ぶべきです。 
横須賀市は健康福祉センターに相談窓口を設
け、保健師が家庭を回ります。医療機関や福
祉施設などと連携し、高齢者を施設に保護す
る時に、介護者から悩みや要望を聞くこと
で、介護者のストレスが少しでも軽減され
て、虐待の事実が止むということです。 
また介護施設や医療機関に働く職員をはじ
め、介護家庭の介護者に対し、生命の大切さ
人の尊さを改めて訴えています。このこと
で、高齢者にやさしい、ゆとりある介護につ
ながります。 
福祉部会は青葉区にも「高齢者の虐待防止
ネットワーク支援システム」を早く確立する
よう要望しました。（福祉部会 蜂須） 

皆 さん、地区センターや、コミュニ
ティハウス、市民活動支援センターなど
充分利用されていますか？ 
利用していて何かお気づきの点はありま
せんか？  
その運営に満足されていますか？ 
もっと良くなっていいと思いませんか？ 
 
そうです、そこで私たちと一緒に市民利
用施設について考え、提案しませんか！ 
私たち文化・コミュニティ部会は、市民
の立場に立って市民利用施設の改善、有
効利用を考え、提言しています。 
（文化・コミュニティ部会 加藤） 

緑被率とは 
緑の現状を赤外線

航空写真によって

上空からとらえた

緑の量で、青葉区

は３５％維持をめ

ざしています。 

青葉区民会議は５っの部会が専門の課題に取組んでいます。福祉・保健・医療部会、自然環境部会、防災・交通部会、 

部会からの提案２５項目の詳細は区民会議のホームページに掲載されています。 

青葉区民会議のホームページ  http://www.aobakmin.on.arena.ne.jp/      メール infor@aobakmin.on.arena.ne.jp 

1.利用者どうしの話し合いを進め、コミュニ
ティ形成の拠点としてのネットワーク作り
を推進するため、利用者会議の開催回数の
増加を提言する。 

2.市民利用施設の館長を公募制にして、地域
の施設利用者が適任者を選任できるように
する。 

3.市民活動支援センター市ヶ尾プラザに専従
職員を配置する。 

4.市民講師を養成し、市民利用施設や学校へ
派遣する。 

5.「北部方面フォーラム・ギャラリー」の運
営に地域の声を充分に反映させる。 

6.地域に世代を越えた交流に場「地域家族」
を実現するために、子育て支援センターの
開設を要望する。 



 

 

              区役所新設の学校支援・連携担当課長に聞く  
 

       ～学校と地域をつなぎ、まちの教育力を生かす情報づくり～ 

ゆ くゆくは教育委員会の機能をある程

度、区に分権し、区の特性に応じたより細やか

な教育サービスができるような、組織づくりのた

めのポストと理解していますが、じゃあ具体的

に何をするのかというと、まあ、やりながら考え

てほしい、とも言われていまして(笑)。 

例えば、学校長が一人で抱えて悩んでいる問

題を私と一緒に話し合うことで、微力ではあっ

ても、力になれるのではないか。そして学校の

問題を中継してうまく行政に割り振る。例えば，

まちの教育力の活用については，どこにどんな

人材がいて学校でどんな活動をし、どん 

 

な成果をあげたか。情報を集めて、それを他の

学校も共有できるようにしたい。 確かに何かを

しようとすれば、すべて組織機構改革という問

題がからんできます。どんな形で権限委譲しな

がら区の権限強化につなげていくか、これから

の大きな課題でしょう。 

最初はまず現状把握だと思い、区内の小中学

校40校のうち、一学期中にもう３分の２ぐらい回

りました。僕は自分が校長だったことが、すごい

メリットだと思っているので、早く校長先生たちと

顔なじみになって、フランクに話ができるような

関係を作りたい，これが本音ですね。 

部会活動 

置き去り自転車のつぶやき 

 

 今年4月、区の機能強化
の観点から、各区役所に
「学校支援・連携担当課
長」が新設されました。 
 青葉区では，新石川小で
4年間校長をつとめた山田
正海(まさみ)さんが就任し
ました。 

 

先
日
の
と
あ
る
新
聞

で
、
若
手
女
性
作
家
の

方
が
「
ご
年
配
」
と
「
お
孫

さ
ん
」
の
関
係
に
つ
き
興

味
あ
る
経
験
を
し
た
記

事
を
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
。
話
は
、
そ
の
女
性

が
比
較
的
混
ん
だ
電
車

で
座
席
を
譲
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

あ
る
駅
で
年
配
の
ご
婦

人
と
お
孫
さ
ん
と
お
ぼ

し
き
小
学
校
低
学
年
の

子
供
が
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
彼
女
は
席
を
譲
り

ま
し
た
。
ご
婦
人
は
丁
寧

に
お
礼
を
述
べ
、
そ
し
て

お
孫
さ
ん
を
席
に
着
か

せ
た
そ
う
で
す
。 

彼
女
は
複
雑
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
女
は
年
配
の
方
の

た
め
に
席
を
立
っ
た
の
で

す
。 

 

私
は
こ
の
話
を
５
０
代

後
半
の
友
人
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。
彼
い
わ
く
「
や

は
り
お
婆
さ
ん
が
堂
々

と
座
る
べ
き
だ
ね
」
。 

し
か
し
ひ
と
呼
吸
お
い
て

「
た
だ
、
俺
も
孫
が
で
き

た
ら
可
愛
が
り
す
ぎ
る

か
も
」
。
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 
 

 
 

（市
ヶ
尾 

福
島
） 

従来の縦割り行政の弊害をのりこえ，広く地域の人々と「フランクに」話し合う，学校・地域・行政を

つなぐパイプ役を期待してお話しを聞きました。     （教育部会 横島・辺見） 

教育・生涯学習・子育て部会、文化・コミュニティ部会です。第５期の区民会議委員数は９０名です。 

駅 やお店へちょっと出かけるのに、自転車
は便利ですよね。環境にも優しい乗り物とし
て、自転車は近年注目されています。 

けれども、出かけた先で、乗ってきた自転車は

どこに停めていますか？ ひょっとして、歩道に

置き去りにしていませんか？ 

 歩道に置かれた自転車は、いわば、歩道に

捨てられた粗大ゴミです。持ち主が戻るまで、

自転車は健気に同じ姿勢で歩道にあります。

その間自転車は、歩道を通る人の邪魔をし続

けています。 

 区民会議では、自転車置き場が足りないと

考え、青葉台・あざみ野両駅の駐輪場の増

設、田奈駅駐輪場の新設を要望し、昨年度は 

 

あざみ野駅で駐輪場増設が実現しました。 

でも、駐輪場があってもそこを使わない人がい

ます。 

平日の朝は、一部の駅で自転車監視員が常

駐し、歩道に自転車などが放置されないよう見

守っていますが、いなくなれば自転車は停めら

れてしまいます。いずれの方法でも、歩道から

置き去り自転車をなくせません。 
抜本的な解決には、自転車を歩道に放置する
と損する、あるいは自転車を決められた場所に
置くと得をする、そういう仕組みが必要ではな
いでしょうか。そんな仕組みづくりを模索してい
ます。いいアイディアは、ありませんか？  

  （防災・交通部会 大和田・黒須） 

席を譲る？お話 

田奈駅周辺の放置自転車 
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区民のつどい 

新時代行政プランⅠ：区役所の権限強化、職員の意識改革、市民との協働の市政運営を目指す横浜市の新行政改革 

  座談会「区役所はかわる＝市民もかわる」 
     横浜新時代の協働と区民会議の役割を考える。 

ー
民
の
力
を
存
分
に
発
揮
す
る
時
代
に 

小
池
ー
政
策
提
言
型
の
活
動
を
模
索
し

て
き
た
区
民
会
議
と
し
て
、
「
新
時
代
行

政
プ
ラ
ン
」
を
市
民
が
理
解
し
参
加
す
る

た
め
に
、
な
に
が
で
き
る
の
か
と
の
思
い
で

企
画
し
た
。
特
に
市
民
の
意
識
改
革
、
職

員
の
意
識
改
革
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

中
西
ー
今
回
一
番
の
評
価
は
、
職
員
が

九
十
人
以
上
参
加
し
た
こ
と
だ
。
新
し
い

取
り
組
み
へ
の
最
大
の
第
一
歩
だ
。
一
緒

に
や
る
こ
と
で
、
実
感
の
よ
う
な
も
の
を

行
政
マ
ン
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

と
感
じ
た
。
若
い
職
員
が
、
探
し
て
い
た

手
が
か
り
を
得
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と

具
体
的
に
議
論
で
き
る
小
さ
な
規
模
で

こ
う
し
た
話
し
合
い
を
継
続
し
た
い
と
か

、
庁
舎
の
中
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
認
識
を
示
し
て
く
れ
た
。 

 

若
い
職
員
が
自
主
参
加 

 
 
 
 
 
 
 

ー
変
革
の
強
い
シ
グ
ナ
ル 

落
合
ー
若
い
職
員
が
自
発
的
に
参
加
し

て
来
た
。
広
い
参
加
が
あ
り
区
政
が
総
合

的
に
運
営
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
区
作
り
推
進
費
の
論
議
で
も
、
区

民
と
の
協
働
型
事
業
を
視
点
に
入
れ
て

考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
所
管
課
以
外
の

意
見
も
聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
と

て
も
い
い
影
響
が
出
て
い
る
。 

藤
本
ー
区
役
所
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
強
い
シ
グ
ナ
ル
を
得
ら
れ
た
。
こ
の
変

化
の
機
会
を
捉
え
、
対
話
を
通
じ
て
解

決
に
導
く
努
力
が
大
事
だ
と
思
う
。
市

民
は
漠
然
だ
が
行
政
の
改
革
・
変
化
を
感

じ
て
い
る
。
一
緒
に
変
え
て
い
く
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
行
け
れ
ば
、
意
識
の
高
い
区
民

も
参
加
し
て
く
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ

が
全
体
と
し
て
の
区
民
の
変
化
・
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
。 

 
 

ー
都
市
経
営
の
主
役
は
市
民
ー 

関
口
ー
横
浜
市
に
と
っ
て
第
二
次
広
報
・

広
聴
革
命
と
も
言
え
る
新
し
い
試
み
が

地
域
で
胎
動
し
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
住
民
と
行
政
が
協
働
で
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
調
整
し
、
合
意
形
成
し
て
い
こ
う

と
い
う
試
み
だ
っ
た
。
行
政
に
個
々
の
要

望
を
ば
ら
ば
ら
に
投
げ
か
け
る
の
で
は
な

く
、
強
い
て
言
え
は
、
都
市
経
営
の
主
役

と
な
っ
て
い
く
時
代
の
さ
き
が
け
と
し
て

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

ー
行
政
の
尺
度
だ
け
で
は
成
立
た
な
い 

中
西
ー
地
域
の
問
題
は
自
己
選
択
で
自

己
責
任
で
と
い
う
分
権
の
基
本
精
神
が

あ
る
が
、
住
民
と
行
政
が
リ
ス
ク
を
共
有

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
く
場
合
に
は

こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

。
行
政
の
尺
度
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い

時
代
、
庁
内
だ
け
で
頭
抱
え
て
い
て
も
現

場
の
課
題
は
解
決
で
き
な
い
。 

落
合
ー
市
民
と
の
協
働
の
前
に
、
区
役
所

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
い
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
が
縦
割
り
を
克

服
で
き
な
い
壁
に
な
っ
て
い
る
。
職
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
中
で
ど
う

や
っ
て
市
民
と
協
働
で
き
る
の
か
。 

市
民
電
子
会
議
室
も
そ
ん
な
状
態
で
職

員
が
参
加
で
き
る
の
か
、
行
政
の
持
っ
て

い
る
情
報
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
い
く
中
で
初
め
て

市
民
と
の
協
働
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。 

 
 
 

ー
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
は
ー 

小
池
ー
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
仕
組
み
は

難
し
い
。
青
葉
区
内
で
活
動
し
い
て
い
る

市
民
団
体
は
市
民
の
必
要
性
か
ら
は
じ

ま
っ
て
い
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
自
分
達
が

集
約
し
反
映
し
な
が
ら
行
政
の
力
を
借

り
ず
に
活
動
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
だ
け
で
は
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
の

人
達
の
思
い
が
行
政
と
ド
ッ
キ
ン
グ
す
れ

ば
新
し
い
市
民
ニ
ー
ズ
の
取
り
上
げ
方
に

な
る
。
課
題
と
実
際
に
や
っ
て
い
る
こ
と
が

行
政
に
見
え
て
、
そ
れ
自
体
が
新
し
い
市

民
ニ
ー
ズ
の
取
り
上
げ
方
に
な
る
の
じ
ゃ

な
い
か
。 

藤
本
ー
市
民
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
る
と
い

う
こ
と
自
体
が
ね
、
も
う
ち
ょ
っ
と
古
い

と
い
う
か
・
・
・
・(

笑
い)

限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
ど
う
い
う
順
位
付
を
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

く
。
そ
れ
が
新
し
い
市
民
ニ
ー
ズ
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
う
。
区
民
が
観
覧
席
で
言
葉

を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
フ
ィ

ー
ル
ド
に
降
り
て
い
く
時
代
だ
。 

 
 

ー
要
望
型
か
ら
協
働
の
区
政
へ
ー 

関
口
ー
今
の
話
が
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
経
営
の
基
本
だ
と
思
う
。
市
民
と

の
協
働
の
関
係
で
役
割
分
担
し
て
い
く
し

か
あ
り
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の

側
も
、
当
然
、
認
識
や
意
識
を
変
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
だ
に
横
浜

市
職
員
の
中
に
は
、
市
民
は
た
だ
行
政
に

要
望
す
る
だ
け
の
存
在
な
の
だ
と
考
え
て

い
る
人
達
が
い
る
。 

優
先
度
を
ど
う
や
っ
て
つ
け
る
の
か
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
問
わ
れ
て
く
る
。
そ
う
い
う

し
ん
ど
い
話
し
を
合
意
形
成
を
す
る
た

め
の
機
関
と
し
て
、
区
民
会
議
の
存
在
意

義
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
。 

 

ー
巨
大
都
市
横
浜
の
改
造
は
ー 

中
谷
ー
横
浜
市
の
よ
う
な
巨
大
都
市
で

は
、
市
と
区
が
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る

為
に
、
な
か
な
か
住
民
の
意
思
が
関
内
に

伝
わ
っ
て
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
区
役
所

は
間
に
入
っ
て
非
常
に
苦
労
を
し
て
い
る

。
本
当
に
や
る
気
に
な
っ
て
い
る
職
員
に

と
っ
て
は
非
常
に
や
り
に
く
い
行
政
の
シ
ス

テ
ム
だ
と
思
う
。 

中
西
ー
我
々
は
、
横
浜
市
を
三
つ
の
方
面

に
分
け
て
、
副
市
長
が
市
長
並
み
の
権
限

を
持
っ
て
北
部
な
ら
北
部
の
優
先
順
位
で

予
算
配
分
が
で
き
る
百
万
都
市
を
三
つ

作
る
と
い
っ
た
を
提
案
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
考
え
方
の
中
で
し
か
解
決

は
し
な
い
だ
ろ
う
と
・・・・
・・。 

 

藤
本
ー
中
田
市
長
は
分
権
と
い
う
こ
と

を
真
剣
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
う
。
や
は
り
、
具
体
的
な
案
件
で
こ
う

い
う
こ
と
は
区
に
任
せ
て
も
ら
い
た
い
と
、

市
長
の
と
こ
ろ
へ
区
長
が
も
っ
て
行
く
。
区

民
は
そ
う
い
う
材
料
を
区
長
に
与
え
て

区
長
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も

ら
う
。
具
体
的
な
中
身
も
無
く
権
限
を

よ
こ
せ
と
い
う
の
で
は
無
理
だ
。 

ー
こ
れ
か
ら
の
区
民
会
議
の
あ
り
方
ー 

中
谷
ー
そ
こ
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

か
合
意
形
成
と
い
う
面
で
区
民
会
議
の

役
割
と
い
う
の
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
が

・・
・・
・・
・・。 

落
合
ー
他
の
区
か
ら
異
動
し
た
職
員
が

青
葉
の
区
民
会
議
を
見
る
と
、
「え
っ
、
な

ん
で
？
」
と
い
う
感
じ
で
、
ま
る
で
機
能
し

て
い
な
い
ほ
う
が
嬉
し
い
と
い
う
か
。
あ
ま

り
に
も
各
区
で
違
い
ま
す
よ
ね
。 

小
池
ー
余
分
な
こ
と
は
し
て
欲
し
く
な
い

。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
七
面
倒
な
と
い
う

の
が
実
感
で
し
ょ
う
ね
。
区
民
会
議
も
い

つ
の
間
に
、
そ
れ
で
い
い
や
っ
て
い
う
意
識

が
で
き
ち
ゃ
っ
て
い
る
。 

藤
本
ー
区
民
会
議
を
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド

し
よ
う
と
い
う
人
は
、
で
は
、
民
と
の
協

働
を
ど
う
い
う
組
織
と
一
緒
に
、
ど
う
い

う
形
で
進
め
よ
う
と
す
る
の
か
、
も
ち
ろ

ん
そ
れ
が
区
民
会
議
で
な
く
て
も
ど
う
い

う
組
織
で
も
い
い
が
、
そ
の
方
法
を
聞
い

て
み
た
い
。 

関
口
ー
今
の
お
話
を
各
区
の
職
員
に
生

の
言
葉
で
語
り
か
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
つ

ま
り
、
区
民
が
す
で
に
そ
う
い
う
意
識
だ

と
い
う
こ
と
を
・・・ 

こ
れ
だ
け
協
働
協
働
と
言
わ
れ
て
い
て
も

、
横
浜
市
全
体
で
は
、
ま
だ
、
な
か
な
か

ピ
ン
と
来
て
い
な
い
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
た

だ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
と
流
し
て
し
ま
う
。 

だ
か
ら
、
市
民
の
側
か
ら
、
語
り
か
け
る

こ
と
で
よ
り
多
く
の
職
員
に
協
働
の
必
要

性
を
実
感
さ
せ
て
欲
し
い
。 

中
西
ー
各
区
の
区
民
会
議
の
成
り
立
ち

も
違
う
わ
け
だ
か
ら
、
運
営
や
形
も
異

な
る
の
は
し
か
た
な
い
と
思
う
。
地
域
で

最
も
頑
張
っ
て
い
る
組
織
が
や
れ
ば
い
い
。 

そ
の
ぐ
ら
い
お
お
ら
か
な
切
磋
琢
磨
を
ど

う
演
出
し
て
い
く
か
だ
と
思
う
。 

７１４枚の意見カードの掲示を見る区民 

７月５日の「区民のつどい」には区民１２７名、市・区
の職員９３名が参加、１２のテーブルにわかれて
ワークショップを行い、市民と職員が同じテーマで話
し合いました。その結果７１４枚もの意見カードが集
り、今後の青葉区政運営の貴重なデーターとなりま
した。 
これは、市民がまちづくりの担い手として積極的に参
加し行政と協働する「横浜新時代の市政改革」を先
取りした画期的な試みで、新聞でも大きく報道され
ました。その意義を検証するため、運営にあたった
区民会議委員と市・区の職員が話し合いました。こ
れはその抜粋です。 
座談会の全文と714枚のデーターは区民会議の
ホームページに掲載されています。 
 
          ーー出席ーー 
 
青葉区民会議   副代表       小池由美 
 同  区政改革チームリーダー   中西武夫 
 同   教 育 部 会 副 部 会 長    藤 本  弘 
青葉区区政推進課企画調整係長  落合明正 
横浜市都市経営局政策部政策課  関口昌幸 
司会 青葉区民会議広報委員長  中谷英世 

ワークショップー区民と職員が同じテーブルに 


